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決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円278 農 業 総 務 費 2,574,246 1,655,607 【農業・農村の活性化に関する参考指標】農林部企画管理室 国 168,767 （平成27年２月１日現在） （平成29年７月15日現在） （平成28年）マーケティング課 越 39,690 農 総 農 家 数 25,594戸 耕 地 面 積 20,900ha 産 出 額 43,600百万円農 業 水 産 振 興 課 諸 616 家 販売農家数 12,930戸 田 14,800ha 農 米 9,600百万円農 業 経 済 課 起 54,700 数 専 業 3,832戸 耕 普 通 畑 2,440ha 業 野 菜 12,000百万円担 い 手 ・ 農 地 ㊀ 1,391,834 ・ 兼 業 9,098戸 地 樹 園 地 3,610ha 産 そ の 他 22,000百万円マ ネ ジ メ ン ト 課 前年度繰越分 前年度繰越分 農 面 牧 草 地 37ha 出農業就業人口 19,419人 生産農業所得 16,800百万円563,017 195,240 家 積 水 田 率 70.8％ 額当該年度分 当該年度分 人 １ 戸 当 た り 等農 家 率 4.4％ 0.82ha 生産農業所得率 38.5％2,011,229 1,460,367 口 耕 地 面 積翌年度へ繰越 「'15農林業センサス」 「耕地面積統計調査」 「生産農業所得統計」399,000 農・畜産・水産業の振興［「平成29年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 担い手の経営基盤強化支援事 業 名 金 額 内 容千円 奈良県高齢者人材バンクを活用し、意欲ある担い手の農業経営の拡大、耕作放棄地解消の推進に対し補助農業人材活用事業 10,516 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度人材派遣延べ人数（名） 981 1,007 1,120278 マーケティング推進費 193,862 144,256 ２ 奈良の美味しい「食」の創造と発信 66,176千円(マーケティング課) 国 75,211 事 業 名 金 額 内 容越 2,358諸 5,156 千円 奈良らしい景観と風情・雰囲気の中で美味しい「食」を楽しむことによ㊀ 61,531 り、奈良の「食」の魅力を高め広く発信するため、奈良フードフェステ前年度繰越分 前年度繰越分 ィバルを開催奈良フードフェス97,872 66,326 8,000 平成29年10月７日～15日 馬見丘陵公園ティバル開催事業当該年度分 当該年度分 平成29年10月28日～11月５日 奈良公園登大路園地（10/29中止）95,990 77,930 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度フードフェスティバル来場者数（名／日） 9,346 10,212 10,259農業の６次産業化による高付加価値化を推進６次産業化サポートセンターを設置し、専門家派遣による相談対応や農業の６次産業化 研修会の開催などにより農林漁業者等の６次産業化を支援10,810支 援 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度６次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画認定累計数（件） 52 55 57



ＪＲ奈良駅構内に設置した、奈良の農と林と食に関するアンテナショップ「奈良のうまいものプラザ」の運営及びホームページでの情報発信ＪＲ奈良駅における 3,916 奈良の農・林・食をＰＲするイベントの開催農と林と食のＰＲ事業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度奈良のうまいものプラザ来場者数（名） 65,821 73,288 76,166県と協定を結んだ農産物直売所「地の味 土の香」（合計36店舗）のＰＲ、先進地視察の実施等農産物直売所支援事業 358 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度協定農産物直売所販売額（百万円） 5,262 5,426 6,374大和野菜等、特徴ある県産農産物の首都圏における評価向上及びブランド化を支援首 都 圏 に お け る 県産農産物の首都圏配送の支援県 産 農 産 物 評 価 9,085 仲卸業者等を対象とした試食会の実施向 上 支 援 事 業 量販店等での試食会の実施成 果 指 標 27年度 28年度 29年度首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数(社) 15 18 19首都圏における知事トップセールスや飲食店のシェフに対するＰＲ、生首都圏での大和野菜等 産者向け講演会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進3,818販 路 開 拓 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数(社) 15 18 19奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」の運営メディア向けＰＲイベントや県内の生産者等を訪問するプレスツアー東京における奈良の 等の実施「食」と「魅力」の 28,189 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度発 信拠点運営事業 ときのもり来場者数（名／月） 1,235 1,116 997ときのもり売上額（千円／月） 5,638 4,868 6,138地域の農・林・食のＰＲと賑わいづくりのため、県とのまちづくり連携協定の対象地域で定期的にマルシェを開催する市町村に対し補助奈良の農・林・食 開催日 平成29年９月～12月2,000賑わい創出支援事業 場 所 御所駅周辺地区 ４回開催成 果 指 標 27年度 28年度 29年度マルシェ来場者数（名） 9,600 9,900 4,400



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円280 農 産 物 振 興 費 800,400 587,578 産業構造の改革（意欲のある企業・起業家への重点支援と県内消費の拡大）(農 業 水 産 振 興 課) 国 284,489 ［「平成29年度 重点課題に関する評価」掲載課題］手 5,112 事 業 名 金 額 内 容財 511繰 25,906 千円 薬用作物生産振興の促進越 3,550 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入に対漢方のメッカ推進諸 217,111 し補助プロジェクト事業㊀ 50,899 1,071 補助先 高取町、奈良五條産直組合、ときわクラブ( 薬 用 作 物 の前年度繰越分 前年度繰越分 「ヤマトトウキ栽培マニュアル」の作成生 産 流 通 振 興 ）5,734 4,350 栽培マニュアルに基づく「反収アップ展示圃」の設置 ５カ所当該年度分 当該年度分 生産者情報交流会の開催 参加者数 42名794,666 583,228 農・畜産・水産業の振興［「平成29年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 243,941千円事 業 名 金 額 内 容千円 サクランボ・チャレンジ支援事業増産に向けた結実安定対策の実証、新技術の実証実証展示圃の設置 ４カ所ダリア産地振興事業ポットルートによる球根生産の現地試験、切り花ダリアの日持ち向上処理方法の実証大和野菜収益向上対策事業新規作付面積拡大につながる栽培方法の導入に対し補助チ ャ レ ン ジ 品 目 3,123 補助先 西吉野ミョウガ組合支 援 事 業 彩り花木振興事業ハナモモの高品質・安定生産技術の導入検討改植推進を前提とした品種検討及び防寒対策試験新規品目（チョウセンマキ）の導入検討・試作彩り花木管理技術研修の実施 参加者数 ５名イチジク高品質果実安定供給推進事業首都圏への新規出荷の実施 約1.5ｔ難防除病害虫対策のための実証展示圃の設置 ３カ所



高級大和茶生産販売促進事業高級茶生産のための被覆棚資材購入に対し補助被覆棚資材導入面積 24ａ人と環境に優しいイチゴづくり支援事業天敵製剤を用いたハダニ対策展示圃の設置 ９カ所講習会開催 15回リーディング品目 キク産地生産革新支援事業7,636支 援 事 業 需要期（盆、彼岸）の安定出荷を目指して開花時期を調節するための省電力型光源の導入に対し補助導入面積 43ａ柿高品質果実安定供給推進事業大玉・高品質果実生産のため「間伐・せん定隊」による間伐・せん定見本園の設置及び特徴のある品種・系統の導入推進に対し補助補助先 奈良県果樹研究会施設整備事業曽爾村のトマト選果施設及びホウレンソウ等保冷庫の整備に対し補助補助先 奈良県農業協同組合高収益作物等導入、転換への施設・機器整備事業イチゴ古都華の高設栽培システム等の導入に対し補助奈 良 県 産 地 225,370 補助先 古都華カンパニーパワーアップ事業 てん茶・高級煎茶の為の加工施設や乗用型摘採機等の導入に対し補助補助先 （株）大和園、（株）ティーファーム井ノ倉、（農）グリーンウェーブ月ヶ瀬、（農）緑茶工房まるやま大和野菜等のパイプハウス導入に対し補助補助先 （株）ラウアイほか品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進奈良県農畜水産物 新規取組団体を認証 ６団体4,350ブランド認証推進事業 リーフレット、ポスターによる制度説明及びＰＲ機能性成分の調査研究大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデルの実証縦型事業協同組合 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）で生産した大和まな、モ デ ル 実 証 事 業 千筋みずな等を首都圏等に出荷3,462（ 大 和 野 菜 増 産 販売実績 大 和 ま な（11月～３月計40回、出荷量：644kg、モ デ ル 事 業 ） 平均単価：560円/kg）千筋みずな（11月～３月計17回、出荷量：134kg、平均単価：797円/kg）



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ２ 鳥獣被害対策の推進 225,132千円事 業 名 金 額 内 容千円 若者の狩猟への関心を高めるための狩猟者確保イベントの開催開催日 平成29年10月１日 場所 奈良女子大学 参加者 50名ベテラン狩猟者によるわな猟の実践研修若手 狩猟 者確保 ・ 548 開催日 平成29年８月～11月（４回） 場所 吉野町ジビエ供給促進事業 参加者 31名ジビエ供給のための解体処理技術習得の研修開催日 平成29年11月17日 場所 五條市 参加者 27名被害防止計画に基づき市町村および協議会が実施する鳥獣被害防止対策の取組に対して支援被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対策等鳥獣被害防止対策事業 187,768 被害防止計画策定市町村数 31市町村有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ他） 7,522頭成 果 指 標 27年度 28年度 29年度農業被害面積（ha） 359 237 235銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策捕獲檻等の設置 ４市町村（捕獲檻 ５基 防護柵 1,100ｍ）シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策銃による駆除 14市町村鳥獣 被害 防除事 業 10,767 捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査対象地域 五條市、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、十津川村林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲を実施 場所 野迫川村森林植生保全第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘導するための施策を推進成 果 指 標 27年度 28年度 29年度ニホンジカ捕獲数（頭） 8,539 8,452 8,202森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進26,049[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術を習得するための研修会を開催開催日 平成29年12月15日、平成30年１月19日場 所 奈良県農業研究開発センター成 果 指 標 27年度 28年度 29年度研修会参加者数（名） 53 46 60



282 担い手・農地マネジ 510,839 235,798 ３ 担い手への支援 187,199千円メ ン ト 推 進 費 国 31,152 事 業 名 金 額 内 容担 い 手 ・ 農 地 越 7,422マ ネ ジ メ ン ト 課 諸 166,193 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援㊀ 31,031 を実施前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度19,289 11,886 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 93 105 1141,561当該年度分 当該年度分 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と491,550 223,912 した経営レベルの向上に必要な支援を実施翌年度へ繰越 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度64,000 集落営農数（集落） 50 55 58新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践農 業 新 規 参 入 者 研修を実施6,742支 援 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度新規就農者数（名） 61 52 48地域農業のあり方を定める人・農地プランの策定を行う市町村に対し補助地 域 農 業 担 い 手 2,488 農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助確 保 支 援 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度人・農地プラン作成地区数（地区） 138 147 157青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るための給付金新規就農者確保事業 160,788 を交付県内の意欲ある若手農業者等を対象に、経営感覚の優れた農業者を育成「なら農業経営塾」 7,138 するため、経営のノウハウを学ぶ「なら農業経営塾」を実施運 営 事 業 実施回数 18回 受講者数 24名女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成女性 農業 者の活 躍 や起業活動への支援を実施2,189促 進 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度家族経営協定締結数（件） 209 213 216地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助経営体育成支援事業 6,293 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度補助対象件数（件） 29 10 5



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ４ 農業金融資金の貸付 619千円貸 付 資 金 名 新 規 貸 付件 数 新 規 貸 付 金 額 利 子 補 給 額件 千円 千円農 業 近 代 化 資 金 等 0 0 543農 業 経 営 負 担 軽 減 支 援 資 金 0 0 56農 業 経 営 改 善 促 進 資 金 0 0 0( ス ー パ ー Ｓ 資 金 )農 福 連 携 資 金 0 0 200 0 619合 計 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度農業法人数（法人） 93 105 114284 農業研究開発センター費 791,237 746,038 ５ 農業研究開発センターにおける研究開発の高度化 40,559千円(農 業 水 産 振 興 課) 国 12,674 事 業 名 金 額 内 容財 8,075越 9,161 千円 奈良県農業研究開発中期運営方針に基づき、高度化研究を実施諸 29,866 薬用作物の安定供給を目指した研究の実施起 75,000 トウキ葉（薬膳などの食用）と根（漢方）両方の効率的収穫法確立㊀ 611,262 トウキの省力・安定生産技術をまとめた栽培マニュアルの作成・配布前年度繰越分 前年度繰越分 優良品種等の育成86,508 84,161 商品性の高いイチゴ品種候補３系統を選抜当該年度分 当該年度分 小ギク２系統を品種登録申請（春日Ｗ１、春日Ｙ１）704,729 661,877 端境期（10月下旬～11月上旬）を埋める甘柿と奈良県オンリーワン翌年度へ繰越 酒米の新品種育成継続7,545 ジーンバンクの運営（種子収集 29種、種子更新 150種）加工商品の開発と加工技術の研究農業研究開発センター イチジクグラッセの開発・販売35,213研 究 高 度 化 事 業 柿タンニン商品（柿ダノミ）の実用化革新的な生産技術の開発電動イチゴ収穫台車の開発・展示会出品、茶の早期成園化技術の確立、シクラメンの病害診断法確立、パイプハウス雪害対策技術の確立、女性向けアシストスーツ、運搬車の改良国内外の研究者との交流により、高度な研究技術を持つ人材を育成海外研修（薬用作物の栽培・加工視察 中華人民共和国） １名中期研修（トウキの遺伝子機能解析技術習得他 医薬基盤・健康・栄養研究所薬用植物資源研究センター） １名農業研究開発センターの研究企画機能充実による情報収集及び研究成果の情報を発信研究成果発表会 平成30年２月23日開催 参加者数 123名



研究の高度化につながる技術シーズを開発するための研究を実施シ ー ズ 創 出 型 5,346 柿の新害虫チャノキイロアザミウマの多発生要因解明研 究 開 発 事 業 鶏糞を利用した有機液肥の利用法を確立 など284 な ら 食 と 農 の 魅 力 412,388 388,245 ６ なら食と農の魅力創造国際大学校６次産業化研修拠点の整備創 造 国 際 大 学 校 費 国 2,051 事 業 名 金 額 内 容担 い 手 ・ 農 地 使 19,390マ ネ ジ メ ン ト 課 手 4,064 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営なら食と農の魅力創造財 6,323 197,430 学生募集・オープンキャンパス・入学考査・学校行事の実施国際大学校運営事業越 25,833 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）諸 8,378㊀ 322,206前年度繰越分 前年度繰越分29,100 25,833当該年度分 当該年度分383,288 362,412288 畜 産 振 興 費 370,499 157,476 ７ 畜産物の生産振興 14,213千円(畜 産 課) 国 42,819 事 業 名 金 額 内 容手 4,165財 474 千円 大和牛のブランド力向上のため、高品質な大和牛の生産に対し補助大和牛ブランド認証繰 6,362 6,000 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度推 進 事 業越 4,021 大和牛生産額（百万円） － 630 561諸 78,381㊀ 21,254 畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けたみつえ高原牧場における畜み つ え 高 原 牧 場前年度繰越分 前年度繰越分 7,718 産団地、家畜排せつ物処理施設、観光施設等の用地利用について検討し、活 用 検 討 事 業41,975 41,922 基本計画を策定当該年度分 当該年度分328,474 115,554 県産蜂蜜のブランド確立に対する取組に対し補助県産蜂蜜ブランド翌年度へ繰越 495 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度確 立 事 業211,800 県内産蜂蜜の生産額（千円） － 59,607 51,660



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円288 食肉センター事業費 339,235 339,107 ８ 食肉センター事業(畜 産 課) [㊀ 339,107] 事 業 名 金 額 内 容千円 センター管理運営費に対し補助（公財）奈良県食肉 339,106 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度公 社 運 営 助 成 と畜処理頭数（豚換算）（頭） 19,021 20,282 18,846290 畜産技術センター費 222,739 214,628 ９ 技術開発の推進 824千円(畜 産 課) 国 7,381 事 業 名 金 額 内 容使 4,059手 1,554 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 生産性や肉質の改善等を図るため、新たな交配を研究し、優れた次世代442財 11,205 造 成 事 業 の大和肉鶏を造成越 2,651諸 57 ヤマトポークの肉質向上と生産コストの低減を図るため、高能力の新た起 7,900 飼料米や未利用資源を な系統豚を活用し、飼料米利用飼料による効果を検証382㊀ 179,821 使った肉質向上事業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度前年度繰越分 前年度繰越分 種豚払下げ頭数（頭） 25 9 2122,416 17,932当該年度分 当該年度分200,323 196,696292 土 地 改 良 事 業 費 1,578,425 1,306,207 10 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業）(農 村 振 興 課) 国 463,290 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容分 250,764 千円負 167,987 北 村 奈 良 市 24,633 測量業務、実施設計業務、換地業務財 3,123越 49,483 11 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業）諸 1,997起 143,700 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容㊀ 225,863 千円月ヶ瀬桃香野 奈 良 市 13,200 集積促進事業前年度繰越分 前年度繰越分258,671 252,344当該年度分 当該年度分1,319,754 1,053,863翌年度へ繰越199,606



12 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業、農業水利施設診断事業） 178,260千円事 業 名 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容千円倉 橋 桜 井 市 68,620 対策工基 幹 水 利 施 設ストックマネジメント 大和郡山市事 業 白 川 69,836 測量設計、管理機器更新等天 理 市 井堰等の安全点検診断調査等を行う市町村に対し補助農 業 水 利 施 設 大和高田市 農業水利施設のアセットマネジメントを効39,804診 断 事 業 外５市町村 率的に推進するため、耕作放棄地・水利用等の状況や施設の補修・点検・機能診断等の状況をデータベース化13 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 64,245千円地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容千円山 添 山 添 村 7,531 区画整理工 換地業務明 日 香 明 日 香 村 56,714 区画整理工14 土地改良事業（県営事業）（水田機能活用水利施設整備事業）地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容千円十 市 ・ 大 福 橿原市・桜井市 5,168 水路工15 ため池多面的活用促進事業地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容千円いかるが溜池 斑 鳩 町 50,381 整備工16 農村資源を活用したにぎわい創出 55,456千円事 業 名 金 額 事 業 内 容千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を農村資源を活用した 3,214 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進地 域 づ く り 事 業 奈良県農村地域づくり協議会加入地域づくり団体 10団体



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容農村周遊自転車ルート 千円 農村振興を図るため、豊かな農資源や農村に点在する歴史・文化スポッ21,777整 備 事 業 ト等の拠点を自転車で廻るルートを整備田んぼの貯留機能等 2,631 水田貯留の取組を推進するため、近畿大学と連携して効果検証を実施活 用 促 進 事 業な ら の 美 し い 地域住民等と連携し、農を活かした景観づくりを実施2,991農村景観づくり事業 実施地域 山の辺（南）地域、桜井南地域た め 池 水 質 改 善 ため池の水質保全に向け、近畿大学と連携して水質調査を実施2,000モ デ ル 事 業 実施箇所 県内21カ所農村資源の新たな魅力を発信するため、「国民文化祭」と「全国障害者芸術・文化祭」に参画し、「農村文化の魅力を未来へ伝えるシンポジウな ら の 農 村 文 化 10,831 ム」を開催創 造 事 業 開催日 平成29年９月10日 参加者数 約700名吉野川分水の歴史のＰＲ資材作成及び展示・啓発を実施「食」と「農」の魅力 （仮称）奈良県国際芸術家村構想に基づく、農村交流施設を核とした周を活 用し た賑わ い 10,012 辺地域での特産品、体験メニュー開発の実施計画を作成創 出 事 業 農業水利施設を活かした再生可能エネルギーの導入検討に要する経費に農村資源エネルギー 2,000 対し補助支 援 事 業 補助先 北倭土地改良区17 団体営土地改良補助事業 135,462千円事 業 名 金 額 事 業 主 体 事 業 内 容千円 葛 城 市 農地有効活用促進事業土 地 改 良 事 業 129,504 外９市町村 区画整理 １カ所 末端畑地かんがい施設 ２カ所（ 団 体 営 事 業 ） ・ 改 良 区 用排水施設 ９カ所 農作業道 ３カ所



農村資源活用支援事業農業生産基盤整備 奈 良 市 ため池・防災 １カ所 ため池整備 １カ所5,958関 連 単 独 事 業 外３市町村 農道整備 ４カ所 用排水路 ２カ所揚水機場 １カ所 頭首工 ３カ所18 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 45,403千円地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容千円大和高原北部 山 添 村 23,187 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路五 條 吉 野 22,216下 市 町 の管理19 国営農業水利事業費等負担金等 409,087千円事 業 内 容 金 額 千円国営農業水利管理事業費負担金 23,752十津川・紀の川２期地区農業水利事業費 27年度 28年度 29年度進捗率（％） 33,762（国営農業用水再編対策事業費負担金） 96 99 100十津川・紀の川２期地区農業水利事業費 351,573（国営第二十津川紀の川土地改良事業負担金） 事業完了に伴う地元負担金の償還294 農 道 整 備 事 業 費 114,013 78,594 20 農道整備事業（一般農道整備事業） 78,594千円(農 村 振 興 課) 国 36,446 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容負 8,697越 3,557 千円 27年度 28年度 29年度西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 7,757 測量・調査 進捗率（％）起 27,000 68 69 70㊀ 2,894 測量・調査前年度繰越分 前年度繰越分 27年度 28年度 29年度大 野 向 渕 宇陀市 203ha 70,837 用地買収 進捗率（％）18,411 18,410 58 60 64工事当該年度分 当該年度分95,602 60,184翌年度へ繰越35,417



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円294 農 地 防 災 事 業 費 607,920 466,222 21 農地防災事業 249,750千円(農 村 振 興 課) 国 281,935 事 業 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容負 18,052越 31,509 生 駒 市 千円 県営ため池整備事業41,661起 48,800 葛 城 市 堤体工 岩井谷池地区 測量設計 葛城山麓地区㊀ 85,926前年度繰越分 前年度繰越分 農 地 防 災 事 業 県営農業用河川工作物応急対策事業大和高田市 10,668162,912 151,026 （ 県 営 事 業 ） 対策工 松塚地区当該年度分 当該年度分445,008 315,196 ため池治水利用検討事業生 駒 市 6,243翌年度へ繰越 調査計画 高山地区129,084 ため池防災対策調査計画事業奈 良 市 145,829 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成外 1 7市町農 地 防 災 事 業 等を行う市町村に対し補助（ 団 体 営 事 業 ） 団体営農業用河川工作物応急対策事業奈 良 市 45,349 対策工 源代地区22 国営総合農地防災事業費負担金工 事 種 別 実 施 地 域 事 業 内 容 負 担 金吉野川分水と一体的なため池のうち、老朽化の著し 千円奈 良 市た め 池 整 備 いため池を国営で改修 54,507外 1 3 市 町村 改修ため池数 105カ所296 総 合 農 地 開 発 事 業 4,006 4,006 23 国営総合農地開発事業費負担金推 進 費 分 3,642 地 区 名 実 施 地 域 事 業 内 容 負 担 金(農 村 振 興 課) ㊀ 364 農地造成 355ha 区画整理 355ha 千円奈 良 市、天 理 市、大和高原北部 幹線道路 26km 水源施設 １カ所 3,642宇 陀 市、山 添 村 幹線水路 85km 畑地かんがい 1,342ha



296 農 地 等 調 整 費 980,273 818,315 24 農地の有効活用 515,072千円担 い 手 ・ 農 地 国 485,008 事 業 名 金 額 内 容マ ネ ジ メ ン ト 課 使 995農 村 振 興 課 財 103 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し繰 39,762 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付244,041越 19,341 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度諸 710 集落協定及び個別協定数（件） 309 310 310㊀ 272,396前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取58,022 58,022 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を当該年度分 当該年度分 多面的機能支払事業 271,031 交付922,251 760,293 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）協定数（件） 145 150 15427,000 25 地籍調査事業事 業 名 金 額 内 容千円 地籍調査を行う市町村に対し補助地 籍 調 査 事 業 192,719 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度地籍調査事業量（k㎡） 6.76 4.75 4.3626 農地中間管理事業事 業 名 金 額 内 容千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援農地マネジメント 50,378 （一部農地中間管理事業等推進基金活用事業）推 進 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度担い手への農地の集積面積（ha） 171 76 83



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円300 林 業 振 興 費 1,375,716 1,031,542 【林業・木材産業の活性化に関する参考指標】林 業 振 興 課 国 251,451 森林資源（民有林の現況） (平成30年４月１日現在)奈良の木ブランド課 財 2,604 区 分 森 林 面 積 蓄 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率繰 186,913越 19,949 数 量 270千ha 75,701千㎥ 168千ha 62％諸 275,860 「林業振興課調べ」㊀ 294,765 林業経営体数 (平成27年２月１日現在)前年度繰越分 前年度繰越分 区 分 ５ha未満 ５～10ha 10～30ha 30～50ha 50ha以上 計59,410 59,410当該年度分 当該年度分 経 営 体 数 418戸 363戸 364戸 85戸 170戸 1,400戸1,316,306 972,132 構 成 比 29.9％ 25.9％ 26.0％ 6.1％ 12.1％ 100％「'15農林業センサス」林業・木材産業の振興［「平成29年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 森林環境管理制度の導入検討事 業 名 金 額 内 容千円 スイス・ベルン州友好提携（林業分野）に基づく取組の推進リース林業教育センター実習生の受入実施場所 十津川村、川上村時 期 平成29年６月７日～８月２日スイス型森林管理 人 数 ４名27,072推 進 事 業 ベルン州でのスイスサマースクールへ県内林業関係者等を派遣時 期 平成29年８月27日～９月10日人 数 ９名スイス型恒林林誘導のためのパイロット事業を実施実施場所 曽爾村（1.0ha）、十津川村（0.81ha）２ 適切な森林施業の推進事 業 名 金 額 内 容千円 市町村長との協定に基づき計画的な森林整備のための地域活動を実施する森林所有者等に対し、交付金を交付森 林 整 備 地 域 （一部森林整備地域活動支援基金活用事業）8,318活 動 支 援 事 業 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度交付金を活用して作成された森林経営計画 520 666 552の面積（ha）



３ 森林組合の育成強化事 業 名 金 額 内 容千円 間伐材の搬出に対し補助 補助先 奈良市外17市町村県産材生産促進事業 40,200 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度間伐材搬出量（㎥） 19,650 20,000 20,100４ 市町村における林地台帳作成支援事 業 名 金 額 内 容千円 県所有の森林簿、森林計画図等のデータを活用し、林地台帳の原案を作林地台帳作成支援事業 33,130 成・提供原案作成市町村数 32市町村５ 県産材の利用推進 27,458千円事 業 名 金 額 内 容千円 地域認証材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助奈 良 の 木 づ か い 地域認証材使用量 130.7㎥ 補助件数 80件22,614推 進 事 業 県産材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助県産材使用量 631.5㎥ 補助件数 87件県内小中学校への学習机・椅子の導入、新生児へ木のおもちゃのプレゼ森 林 環 境 教 育 ント、木の玉プールの製作、中学校教材への「奈良の木」の活用の取組推 進 事 業 4,844 を行う市町村等に対し補助[ 森 林 環 境 保 全 ] 補助先 ９市町村、月ヶ瀬中学校、真美ヶ丘中学校６ 県産木製品の開発及び販路開拓 51,750千円事 業 名 金 額 内 容千円 建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術等の講義を行う「奈良の木大学夏期コース（大学生の部）」を開講奈 良 の 木 人 材 開催日 平成29年８月７日～10日 参加者数 35名3,862養 成 事 業 県内の高校生を対象に林業・木材産業の講義を行う「奈良の木大学冬期コース（高校生の部）」を開講開催日 平成29年12月16日 参加者数 22名



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 森林散策や製材所の見学を行うツアーを開催開催日 平成29年９月30日 参加者数 19名奈良の木ツーリズム 1,710 奈良らしい森林ツーリズム検討会議の開催推 進 事 業 ツアーの効果検証コースマップの作成奈良県産材をはじめとする木材に関する情報を集約したポータルサイトの更新・拡充奈 良 の 木 Ｐ Ｒ 8,989 ポータルサイト及び奈良県産木材の認知向上を目的としたプロモーショ戦 略 推 進 事 業 ン活動ＴＶ・新聞・雑誌・ＷＥＢにおける露出獲得件数 218件奈良の木が持つ健康効果について実証試験により検証奈良の木で快適に 2,061 試験項目 断熱性、消臭性、吸放湿性暮 ら す 検 証 事 業 検証結果をまとめたパンフレットを作成・配布県産材を使用した贈り物の開発及び商品化奈 良 県 産 材 活 用 2,885 平成27及び28年度の開発品を見本市等に出展し、販売促進グッズを製作贈 り 物 開 発 事 業 サンクゼールとの連携協定締結など、開発品の販路開拓・拡大を実施奈良の木づかい運動推進のためにＰＲ活動を実施「奈良の木づかいフェスタ」の開催開 催 日 平成29年９月30日～10月１日奈良の木づかい運動 4,713 場 所 イオンモール橿原推 進 事 業 来場者数 約6,000人奈良の木づかい運動推進ポスターを作成し、市役所等の県内施設に掲示 1,000枚海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等から情報収集し、県の実情に応じた海外販路開拓手法を検討県 産 材 海 外 販 路 3,689 専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等との意見交換拡 大 事 業 を実施木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーを開催 参加者数 110名



首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓平成28年度に東京お台場で開催された「ＨＯＵＳＥ ＶＩＳＩＯＮ２０１６」を契機に、奈良県と（株）ＴＳＵＴＡＹＡが締結した連携協定の一環として首都圏県産材ＰＲイベント「『奈良の木』のあるく県 産 材 首 都 圏 23,841 らし～森からの贈り物～」を開催販 路 拡 大 事 業 開 催 日 平成29年11月16日～19日場 所 代官山蔦谷書店（東京都渋谷区）参加者数 2,178名首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアーを開催７ 林業・木材産業の再生 416,107千円事 業 名 金 額 内 容木 質 バ イ オ マ ス 千円 木質バイオマス利用施設等の整備に対し補助利用施設等整備事業 67,017 実施主体 ４事業体（ 緑 の 産 業 再 生 整備内容 木質燃料製造施設等プロジェクト事業） 奈良型作業道重点開設事業集約化団地における耐久性のある作業道の開設に対し補助木材生産強化事業集約化団地における搬出間伐の実施に対し補助奈 良 県 木 材 生 産 架線集材施設設置支援事業344,353推 進 事 業 作業道等と組み合わせた架線集材施設設置に対し補助林業機械レンタル事業木材搬出用林業機械のレンタルに対し補助森林施業プランナー育成事業集約化するプランナーを養成する研修の実施に対し補助素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援素 材 生 産 力 強 化 より効果的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対3,235推 進 事 業 し補助補助先 ５事業体素材生産事業者による組合組織のあり方、中間土場のあり方などの検討素 材 生 産 事 業 者 674 を実施組 織 化 推 進 事 業 素材生産事業者の組織化に対する意見聴取、先進地視察を実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 木質バイオマスの利用促進に向けた実証実験を実施県施設における木質ペレットの燃焼実験木 質 バ イ オ マ ス 828 「木質バイオマス利活用検討会議」を開催実 証 実 験 事 業 開催日 平成29年12月20日場 所 田原本町、天川村 参加者数 17名300 森 林 環 境 保 全 費 459,459 434,506 ８ 森林環境税の活用 378,556千円(森 林 整 備 課) 国 2,243 事 業 名 金 額 内 容財 107繰 40,457 森 林 環 境 保 全 千円 森林環境税を森林の環境保全や森林を全ての県民で守り育てる意識の醸372,518㊀ 391,699 基 金 造 成 事 業 成に関する施策の費用に充てるための基金の積立て指導者養成セミナーの開催、体験学習の実施人材・フィールド支援、副読本の配布森林環境教育推進事業 県産材を使用した木育推進6,038[ 森 林 環 境 保 全 ] 森林環境教育拠点の活用成 果 指 標 27年度 28年度 29年度体験学習実施回数（回） 188 123 51９ 野生鳥獣対策の推進事 業 名 金 額 内 容里山づくり推進事業 千円 林業事業体による里山一帯整備により、獣害の低減や環境整備を推進（ 獣 害 に つ よ い 13,233 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度里山づくり事業） 里山の整備箇所数（カ所） 11 9 12[ 森 林 環 境 保 全 ]10 森林病害虫等防除事業 4,074千円事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域千円 山添村、吉野町伐 倒 駆 除 事 業 2,170 125㎥ 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度伐倒駆除材積（㎥） 159 154 125



奈良市、桜井市、斑鳩町薬 剤 樹 幹 注 入 1,904 179本 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度薬剤注入松本数（本） 231 207 17911 里山づくりの推進事 業 名 金 額 内 容里山づくり推進事業 千円 ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山（ 地 域 で 育 む の景観や機能を回復3,190里山づくり事業） 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度[ 森 林 環 境 保 全 ] 里山林の整備面積（ha） 9.80 8.61 9.0712 ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベントの開催事 業 名 金 額 内 容ポスト「全国豊かな 千円 「山と川の恵みに感謝」をテーマにしたイベントの開催海 づ く り 大 会 」 4,487 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度イベント開催事業 イベント来場者数（名） 900 1,350 970302 林 道 費 477,179 375,059 13 林道整備事業 321,267千円(森 林 整 備 課) 国 241,414 事 業 名 金 額 路線数等 延 長 路 線 等越 13,425 千円 ｍ起 37,000 県 営 林 道 開 設 79,083 2 132 川股天辻線 ほか㊀ 83,220前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 林 道 開 設 84,270 5 482 北股弓手線 ほか111,267 111,265当該年度分 当該年度分 改 築 19,243 1 286 川津今西線365,912 263,794翌年度へ繰越 環 境 保 全 75,335 6 834 四ノ川２号線 ほか98,549 林 道 舗 装 事 業 14,594 2 957 五田刈線 ほか林 道 改 良 事 業 48,742 10 333 ウツギ谷線 ほか成 果 指 標 27年度 28年度 29年度合 計 321,267 林道密度（ｍ／ha） 3.25 3.21 3.22



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁304 造 林 費 713,003 433,882 14 木材生産林育成整備事業林 業 振 興 課 国 126,045 事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域森 林 整 備 課 繰 260,206 ha越 39,391 千円 397.8 奈良市外20市町村㊀ 8,240 木材生産林育成整備事業 171,876前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度154,696 151,903 間伐面積当たりの木材生産量（㎥／ha） 40 43 47当該年度分 当該年度分558,307 281,979翌年度へ繰越73,936 15 森林環境税の活用 260,206千円事 業 名 金 額 内 容千円 森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について、強度の間伐施業放置林整備事業 等を実施250,401[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度取組市町村数（市町村） 23 22 20施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の施 業 放 置 林 解 消 紹介や、森林の公益的機能についての普及啓発を実施推 進 事 業 9,805 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度[ 森 林 環 境 保 全 ] 施業放置林整備マネージャー数（名） 37 36 37304 治 山 費 2,157,874 1,182,837 16 治山事業 1,091,443千円(森 林 整 備 課) 国 321,766 事 業 名 金 額 実 施 箇 所越 14,107起 668,800 治 山 事 業 千円651,229 曽爾村長野外24カ所㊀ 178,164 （ 山 地 治 山 ）前年度繰越分 前年度繰越分346,829 344,586 治 山 事 業当該年度分 当該年度分 （ 水 源 地 域 等 18,197 十津川村杉清外２カ所1,811,045 838,251 保 安 林 整 備 ）翌年度へ繰越525,631 単 独 事 業（新宮川流域緑化 9,546 野迫川村平、上北山村河合対 策 事 業 ）



単 独 事 業 21,671 桜井市外７市町村 ９カ所（市町村治山事業）民 有 林 直 轄 治 山 390,800 五條市、天川村、野迫川村、十津川村事 業 費 負 担 金 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度合 計 1,091,443 工事完成箇所数（カ所） 52 43 43306 森林技術センター費 294,145 289,694 17 木材生産林の整備推進 13,465千円(林 業 振 興 課) 国 4,557 事 業 名 金 額 内 容手 250財 399 千円 県有林・基金造林等２経営区の搬出間伐 ２ha 130㎥県営林造成・全国植樹諸 23,113 10,750 全国植樹祭記念分収造林１団地の搬出間伐 １ha 22㎥祭記念分収造林事業㊀ 261,375 つどいの森伊賀見経営区の契約者負担金等の基金への積立「儲かる林業」の施業プランを森林所有者に提案するとともに、意欲あ施 業 提 案 体 制 2,715 る素材生産事業者と森林所有者とのマッチングを実施整 備 事 業 木材搬出 奈良市外７市村 11団地 4,602㎥308 内 水 面 漁 業 振 興 費 39,020 38,390 農・畜産・水産業の振興［「平成29年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 7,025千円(農 業 水 産 振 興 課) 国 779 事 業 名 金 額 内 容手 17㊀ 37,594 千円 今後の県内水産業の支援体制における研究開発・担い手育成について水産 業支 援体制 の 426 検討検 討 事 業 検討会の開催回数 ４回健全な育成あゆの適正放流により漁期の拡大と漁獲量の増を促進成 果 指 標 27年度 28年度 29年度健全あゆ種苗放流組合の漁獲量（ｔ） 30 34 38県内ダム湖産の天然あゆを河川で放流・育成し、「やまとの鮎」としてブランド化を推進釣り人や県民とともにあまごの卵の放流や産卵場造成等を実施水産業活性化推進事業 6,599 成 果 指 標 27年度 28年度 29年度あまご遊漁者の年券購入率（％） 56 52 53寄生虫の発生抑制対策の研究・開発成 果 指 標 27年度 28年度 29年度１業者あたりの被害額（千円） 54 34 32漁業と観光業の連携を図るため、近隣の観光施設と連携してあゆのやな漁等の漁業体験を実施 五條市大塔町


